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ドラフト候補＆有望選手リスト

熊本 甲斐　雄也 済々黌 180 80 右右 △ 1年夏から4番を張り、昨秋はマウンドにも立った。そんな経験を積み重ね県内屈指の打撃技術を確立
大分 梶原　昂希 大分雄城台 188 83 右左 ○ この体躯でグングンと加速するのだから走姿が映える。低弾道の鋭い打球、鉄砲肩の送球スピンも◎

▼右翼手
北海道 佐藤　槙平 白樺学園 182 81 右右 △ 将来楽しみな右の大砲候補。逆方向の打球が伸びる力強さと、マークされても動じないメンタル
埼玉 三上ケビン 叡明 183 75 右右 △ 一瞬、オコエ瑠偉（楽）かと思わせる俊足強打。ムード作りも上手いぞ。躍動プレーに気分も爽快！
神奈川 正木　智也 慶應義塾 181 85 右右 △「どこまで飛ばすのか」と仰天した昨秋の場外弾。そこからマークされても打ち続け最終試合で50号

新潟
荒井　颯太 関根学園 190 93 右右 △ 今春県大会で2本塁打。北信越大会では啓新・牧からも安打。当たった時の飛距離は今夏の県No.1
川村　啓真 日本文理 172 79 右左 △ 1年時から強肩捕手として鳴らしたが今夏は右翼手として大舞台へ。いきなり左中間への通算40号だ

静岡 中田　悠斗 藤枝明誠 180 78 左左 △ 走攻守の三拍子が揃う。バットコントロールがよく安打を量産。守備範囲が広く、後ろの打球も強い

三重
戸田　将太 菰野 188 84 右左 △ リーチの長さ生かしスケール大きな打撃。ライナーでも、乗せて運ぶ形でも驚愕の打球を飛ばせる
大原　光陽 松阪商 181 78 右左 △ 打席での雰囲気があり、ヘッドの走るスイングでバシッと球を仕留める。既に夏前に通算40弾超え

兵庫 宮田　稜平 育英 182 78 右右 △ いや～驚いた。ほっともっとフィールド神戸の左翼最上段へガシャンと通算38号。夏は切り込み隊長

奈良
福元　悠真 智辯学園 178 75 右右 ○ 登美ケ丘戦でいきなりガツンとぶち込んだ先頭打者弾。攻守のアグレッシブさにチームの士気も上昇
神野　太樹 天理 172 77 右右 △ 2年ぶりの聖地でいきなり2打席連続弾をぶち込んだ「天理のバレンティン」。馬力もあるじゃないか

広島 土取　大起 広島国際学院 175 82 右左 △ 尾道商戦で3者連続本塁打の口火を切るもまさかの逆転負け。投手兼任も県内屈指の左スラッガーだ

島根
月森　大介 出雲西 172 70 右左 〇 落ち着きが出てきたことはよいが、もっと泥臭くてもいいんじゃないか。超絶スピードが映えるから
上田　　晶 大社 176 80 右両 △ 下位に座るが“捻じる”意識の独特なスイングから柵越えを連発。長所を伸ばせばもっと飛躍できる

高知 西浦　颯大 明徳義塾 178 70 右左 〇 50メートル走5秒9、遠投110メートルといった身体能力を際立たせる気迫を常に出せるかが今後の鍵

リーグ 名前 大学名 出身校 身長 体重 投打 評 コメント
北海道学生 宮本誉士樹 東農大北海道 鎮西 186 79 右右 ○ 大型右サイドだが力のあるストレートで押し込む本格派のスタイル。微妙に動くボールが惑わせる

札幌学生
伊藤　勝大 北翔大 旭川明成 175 68 右左 ○ 道内学生界屈指の速球派。球の速さは高校時代から。チームを勝たせる真のエースとなれるか
藤塚　卓志 星槎道都大 堀越 182 90 右両 ○ 昨季の疲れを引きずったような春。潜在能力の高さはすでに実証済み。ぶっちぎりの投球が見たい
細川　悠士 星槎道都大 北見北斗 176 61 右右 ○ 実績皆無も糸を引くストレートが忘れられない。線は細くもバネがあり躍動感◎、知ってほしい投手

北東北大学 木場　涼佑 ノースアジア大 金足農 180 80 左左 ◯ 全国大会とは無縁も、左打者の背中越しから来る球筋を生かしてプロでも左キラーになりうる素材

仙台六大学
鈴木遼太郎 東北学院大 石巻西 183 78 右右 △ 勝負どころでギアを上げれば140キロ台の速球とスライダーで狙って三振が奪える力投派に変貌
馬場　皐輔 仙台大 仙台育英 180 90 右右 ◎ 150キロのストレートと変化球とのコンビネーションで、ハマったときの爆発力は大学球界No.1

関甲新学生
石井　将希 上武大 桐生第一 180 82 左左 △ キレのいいスライダーと140キロを超えるスライダーは一級品も2年秋以降は安定感を欠いている
宮川　　哲 上武大 東海大山形 178 78 右右 ◯ 荒れ球と多彩な変化球を駆使し、とらえどころのない投球でイニングを刻む。術中にハマると厄介
今村　暁人 白鷗大 久留米商 176 70 右左 △ 腕の振り生かした勢いのあるストレートとスライダーで押してくる。一辺倒になりさえしなければ

東京六大学

宮台　康平 東京大 湘南 178 84 左左 ◯ 肩の故障明けもあって調子を崩した最終学年。だが、左腕から繰り出す140キロ台後半はプロの素材
熊谷　拓也 法政大 平塚学園 180 79 右右 △ 先発では物足りないなピッチングも、リリーフになると150キロ台を連発。まるで別人に変身する
齊藤　大将 明治大 桐蔭学園 178 75 左左 ◯ 切れ味抜群の速球とスライダーに、気持ちの強さを生かした投球は、まさにリリーフこそ天職
大竹耕太郎 早稲田大 済々黌 182 72 左左 △ 球威・球速に派手さはないが、試合を作れるまとまりと常に安定した投球を見せる貴重な先発タイプ
柳澤　一輝 早稲田大 広陵 180 82 右右 △ 150キロの速球で押す投球から、今春はメリハリがつけられるようになり、精神的にも成長した

東都大学

葛川　知哉 青山学院大 大阪桐蔭 182 89 右右 △ 下級生時に見せていたパワーピッチが印象的だが、今春は投球全体がおとなしくなり、物足りなさが
嘉陽宗一郎 亜細亜大 松山聖陵 186 85 右右 △ 140キロ台中盤を先発で出せる能力を秘めるも、今春は制球重視。ドラフト戦線から大きく後退か？
髙橋　遥人 亜細亜大 常葉学園橘 180 80 左左 ◯ 先発で140キロ台後半を出せるサウスポーは大学球界屈指だが、勝てる投手への脱皮に苦しむ日々
小又　圭甫 國學院大 千葉英和 182 84 右右 △ 150キロを超えるスピード能力は指折りの存在。ただ、制球力や変化球などまだまだ経験積む段階
椎野　　新 国士舘大 村上桜ヶ丘 194 88 右右 ◯ 「こんなもんじゃない！」と言われ続けきたが、最終学年でようやくビシッとしてきて才能開花
髙橋　　礼 専修大 専大松戸 187 80 右右 △ 下手から140キロ台を記録し下級生から頭角を現すも、制球に難があり、年々内容が悪化している
鍬原　拓也 中央大 北陸 176 75 右右 ◎ 150キロ前後を連発できるスピード能力と強烈なシンカーで、プロでも三振を狙える上位候補
飯田　晴海 東洋大 常総学院 175 75 右右 △ スケールよりも実戦で力を発揮する好投手。もうワンランク上の変化球と投球術を追求したい

首都大学 菊地　丈溜 帝京大 帝京 175 80 左左 △ 投げっぷりのいい実戦派左腕。勢いだけでなく今春のリーグ戦2位の防御率という実績も確か
神奈川大学 渡辺　佑樹 横浜商科大 富士学苑 182 77 左左 △ 球速は130キロ台中盤も、腕の振りから見分けのつかないチェンジアップで相手を幻惑できる左腕

愛知大学
若林　優斗 中京大 三重 175 79 左左 △ サイド気味の角度から球威あるストレートで内角を突く。左打者の外へ曲がるスライダーは攻略困難
吐前　拓哉 東海学園大 至学館 185 92 右右 △ 指にかかれば打者の手元で力増す最速146キロ。大学で大幅パワー増も、痛いかゆいが多いのが…

東海地区大学

畑中　希龍 朝日大 星稜 173 69 左左 △ 130キロ台後半のストレートできっちりコーナーを突き打たせない。年々進化し上のクラスでもメド
濱口　雄大 岐阜経済大 高知農 177 80 右左 ○ 今春最速152キロマークし神宮も沸かす。馬力あり腕の振りも勢い十分、フォークも落ちる抑え役
與座　海人 岐阜経済大 沖縄尚学 173 74 右右 ○ テンポよく投げ込み打者を差し込む下手投げ。外角への出し入れ秀逸で大学選手権で1被安打完封
西居　建陽 中部学院大 和歌山商 185 77 左左 ○ スリークオーター気味の独特な角度から長いリーチが遅れて出て、打ちづらい球筋で内外を突く
平岡　敬人 中部学院大 育英 185 92 右右 ○ 昨秋以降右肩のケガに悩むも体のパワーはケタ違い。150キロの剛球にカーブ、フォークを交ぜる
舘山　毅一 東海大海洋学部 東海大高輪台 185 89 右右 △ 真上からの最速148キロの速球で勝負。細かいことを気にするよりも圧倒的な剛球で抑えよう
西本　匡慶 四日市大 愛産大工 183 85 右右 △ 馬力があり上から投げ下ろす。高校時から評判の潜在能力が発現気配でリーグ戦好投も、まだ伸びる

北陸大学 近藤　　洸 福井工業大 福井工大福井 174 78 左左 △ 小気味いい投球が持ち味のサウスポー。右打者に対して外に逃げていく球があれば、さらに脅威に

関西学生
阪本　大樹 関西大 履正社 169 74 右右 ◯ マウンド度胸に優れガッチリとした体格から繰り出されるストレートで空振りが奪えるリリーフ型
岡田　和馬 近畿大 南陽工 182 72 左左 △ 今春のリーグ戦では、防御率0.26の圧倒的な安定感。しかし大学選手権では登板がなく…リベンジを
東　　克樹 立命館大 愛工大名電 170 75 左左 ◎ この世代では貴重なエースとして積み上げてきた実績と140キロ台後半の速球で大学No.1左腕に

阪神大学 今西　優一 追手門学院大 尼崎北 180 76 右両 △ スリークオーターから繰り出す140キロ台の速球は威力抜群。チームを1部に引き上げた功労者だ

京滋大学
藤本　勇希 京都学園大 作陽 179 81 右右 △ 球速以上に感じさせる球質が魅力で、空振りを狙って奪える。高めに浮きやすい球筋の改善を
平岡　　航 京都学園大 鴨沂 172 58 左左 △ 3年時は伸び悩んだが、4年で球速＆スライダーのキレが復活。打者が“怖い”球筋で攻めていく

広島六大学
大野　拓麻 近大工学部 創成館 177 77 右右 △ 全身を使った勢いのあるフォームから投じる威力あるボールに、打者のバットは思わず回ってしまう
野村　尚樹 広島経済大 西田川 182 83 右右 △ 140キロ台のストレートと多彩な変化球を織り交ぜた先発タイプ。投球にもっとキレが出てくれば

中国大学
蔵本　治孝 岡山商科大 神戸国際大付 185 95 右右 △ 高校は「Bチーム中堅手」。努力を重ね鉛の速球を得たが、まだ発展途上で本格化した時が楽しみだ
近藤　弘樹 岡山商科大 安佐北 186 95 右右 ◎ 150キロに目が奪われがちだが、変化球を織り交ぜた実戦的な投球も。汎用性の高さは「1位」候補
萩原　僚麻 吉備国際大 柳川 173 78 右右 △ 春のリーグ戦で最速150キロを出した右サイド。志望届提出表明すれば上位候補だった「隠し玉」

四国大学
小久保　気 四国学院大 鹿児島玉龍 178 78 右左 △ 最速148キロのストレートとフォークが軸。東北福祉大を完封したクレバーさが持ち味
平山　史崇 松山大 高知 182 80 左左 △ コンスタントに140キロ台を記録する左腕。曲がりながら沈むスライダーが光るが、制球難に泣く

福岡六大学
谷川　文仁 九州共立大 長崎日大 183 82 右左 △ 均整の取れた体格から繰り出す速球だけでなく実戦力も兼ね備える。大舞台でアピールできれば
草場　亮太 九州産業大 伊万里商 183 75 右右 ◎ 荒 し々い素材型から、今春はだいぶ投手らしくなってきた。それでもまだ伸びしろを秘めた大器
本多　勝也 九州産業大 長崎・海星 180 86 右左 △ 両コーナーを突く確かな制球力と追い込んでから繰り出す縦の変化球で、あとは速球に凄みを

九州地区大学 ケムナブラッド誠 日本文理大 日南 192 91 右右 ◯ 小さめなテークバックからミットに収まるまで電光石火のスピード。ボールの質は世代屈指の逸材

大 学 生
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